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薬は正しく使いましょう 2024年10月

薬は、正しく使うことが重要です
薬の飲み方に関する３つの注意点があります

ポイント１ 薬を飲むタイミングを守りましょう

薬はそれぞれ決められたタイミングで飲まないと効果がなかったり、副作用が生じたりします。
食前、食後、食間、就寝前、頓服の違い

・食前：胃の中に食べ物がないとき（食事の約１時間～３０分前）

・食後：胃の中に食べ物が入っているとき（食事の後約３０分以内）

・食間：食事と食事の間（食事の約２時間後）※食事中に飲むことではありません

・就寝前：就寝する約３０分前

・頓服：発作時や症状のひどいとき
「食間」とは…
〇食事と食事の間
×食事中

ポイント２ 薬を飲む量や期間を守りましょう

薬は決められた量より多く飲んだからといって、よく効くものではありません。多く飲むこと

によって、副作用や中毒症状が現れることもあります。また、症状が治まったからといって

使用をやめると、病気が再発したり完治しないことがあります。

ポイント３ 薬の飲み合わせに気を付けましょう

複数の薬を使用している場合、飲み合わせが悪いと薬が効きすぎてしまったり、反対に薬の効

果が十分に得られなかったりすることがあります。食品の中にも、薬と飲み合わせが悪いもの

があります。

一緒に飲むことを避けたほうが良い組み合わせの一例

・ワルファリン（血を固まりにくくする薬）と納豆、青汁、クロレラ食品（ビタミンＫを多く

含む食品）

・眠気防止薬とコーヒー、エナジードリンクなどのカフェインを含む飲料

・カルシウム拮抗薬（高血圧の薬）とグレープフルーツ など

気になることがありましたら、お気軽にお申し出ください。
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